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開発道路 L=53.899m
         A=278.07㎡

転回広場
A=24.12㎡

・開発協議は最終桝から一次放流先までとする。
・画地内の整地は最終桝に表面雨水が集水するよう仕上げること。
・画地内の法面は30°以内の傾斜とする。

・地表水を集水する桝はグレーチング又は穴空き蓋を設置すること。

・管又は水路が交差する場合、クリアランスを最低10ｃｍ以上確保する。
　間隔が取れない場合は管をさや管か全巻きの対応をする。

・地表水及び雨水を集水する桝は泥溜を１５ｃｍ以上確保すること。

・30cm未満の高低差に用いる土留め壁は、審査対象外であるので、
　設計者の判断による。
・道路と宅地との境界に1ｍ以上のレベル部分を作ること。

・宅内の排水管は土被りを20㎝以上確保すること。

・電柱を開発道路内に設置しない。

・放流先の管底は通常水位以上とすること。
・構造物を設置しない開発区域界には、境界標識を設置すること。

・図面内の高さの表記は任意の高さとし、T1で標高(T.P.表示)換算している。
・本開発区域に隣接して本開発許可の完了公告日からみなし年数以内に開発行為を
　行う場合及び本開発区域内の公共施設を変更する場合は、建築指導課と協議すること。
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L型側溝L=34.02m(内街渠桝3基)L型側溝L=30.72m (内街渠桝2基)
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4-2号重力式擁壁 H=850
FH=11.40 L=7.17m

1-1号境界工 H=600 FH=11.20 L=13.33m
1-2号境界工 H=600
FH=11.30 L=9.64m

3-1号境界工 H=650
FH=11.60 L=9.10m

6
号

L型
擁

壁
 
H=

12
5
0

F
H=

11
.4

5 
L=

10
.0

0
m

3号
重
力
式
擁
壁
 
H=
65
0～

8
50

FH
=1
1.
20
 L
=1
0.
8
5m

既設PRP管φ150

i=1.32% L=22.761m
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4-1号重力式擁壁 H=850
FH=11.30 L=4.44m
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1号L型擁壁 H=2200
FH=11.45 L=19.97m

2号L型擁壁 H=2000
FH=11.30 L=16.12m

3号L型擁壁 H=1850
FH=11.15 L=15.69m

4号L型擁壁 H=1500
FH=10.90 L=14.14m

1号重力式擁壁 H=1050
FH=10.45 L=1.50m

1号終端工 H=400
FH=11.05 L=4.00m
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7号重力式擁壁 H=900
FH=11.35 L=5.21m
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5号地

下水管凡例
管径(φ)
勾配(‰)
延長(ｍ)
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水路側溝に放流
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分離帯標識B型　2基
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建築基準法第42条第2項道路

建築基準法第42条第1項第1号道路
高松市道　田井1号線(X5040)

建築基準法外道路

建築基準法外道路

建築基準法外道路

管底=9.88

管天=9.77

管天=10.28

11.35

1235

1237-1

2.00m 2.00m
4.00m

中
心
線

後
退
線

道路後退用地
0.45㎡

T3
TP=11.89

管底=10.14
10.78

10.25
9.79

10.25

9.77

9.76

9.82 9.94 9.94
9.78 9.73

11.86

11.94 11.77

11.38

10.97

11.48 11.36
11.32

11.32

11.26

11.25

11.22

10.83
10.7411.17

11.20

TP=10.35（KBM）

・土被り車道部で60cm未満となる箇所については管保護を施すこと。

・本管上での取付管間隔は1ｍ以上とする。
・取付管の勾配は1%以上とし、断面方向の接続位置は本管の中心線より上方とする。

特圧管φ250
i=0.75% L=7.81m
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管底=9.96
管長=0.35ｍ
勾配=1.0%

自由勾配側溝(300) L=58.99m
10m毎に1mｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T-20)を設置
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既設管閉栓

組立1号マンホール(インバート)
下水本管PRPφ200
鉄蓋(高松市指定 MH1 T-25,MH2 T-14)
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・マンホールでの管渠接続の削孔同士の間隔(残り代)は内面側で10cm以上確保する。

・調整リングによる調整は最大H=200㎜まで、調整モルタルによる調整は20～69㎜の範囲とする。
・下流側にステップを設置すること。
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T2

凡　例

排水施設

給水施設

開発区域

街渠桝 B300×L400×H700 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-20
取付管 特圧管φ150(i=1.0%以上)泥溜15cm以上

流水方向

メーターφ13、量水器BOX、ｻﾄﾞﾙ付分水栓

ｻﾄﾞﾙ付き分水栓　φ300×40

PPφ40　ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁φ40

ドレンバルブφ25
PPφ40,PP25

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
　t=10㎝

電　柱

1～5号地取付管　VU管φ150(i=1.0%以上)

宅内桝φ300有孔ふた（泥溜15㎝以上）

宅地引込給水管PPφ20

区域区分－非線引都市計画区域内

用途地域－第一種中高層住居専用地域

ｸﾘｰﾝｽﾃｰｼｮﾝ取付管　PRP管φ150 既設管に接続

1～10号地取付管　VU管φ150(i=1.0%以上)

宅内桝φ200(インバート)
深さ=1200(1～5号地)、800(6～10号地)

深さ=800(1～5号地)、700(6～10号地)

6～10号地取付管 特圧管φ150(i=1.0%以上)

TP=9.96

10.70

水路天端10.19
管　　底 9.88
通常水位 9.21
水 路 底 9.19

VPφ100i=1.0以上
水路天端10.17
管　　底10.18
通常水位 9.76
水 路 底 9.76

水路天端10.70
管　　底10.02
通常水位 9.67
水 路 底 9.64
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縁切りする。

縁切りする。
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側溝桝
管底=10.08

側溝桝 B300×L1000×H800 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞT-20
取付管 特圧管φ250(i=1.0%以上)泥溜15cm以上

計 画 高 現 況 高 10.0010.00
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